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鉄スクラップ・スチール缶
　国内市場の鉄スクラップ市況は、北海道・西
日本市場が3月下旬から値上がり。2月中旬以来
の続伸となった。米国を中心に海外・輸出高と

なっており、需要家筋が対応した。しかし、北海道を除く東日本、東
海市場の電炉筋は、粗鋼減産で鉄スクラップ需要が低調なことから、
一部が値上げ対応を見せたものの、概ね様子見姿勢を維持しており、
3月下旬時点の価格対応にはバラつきが見られる。
　関東電炉のスチール缶スクラップ（Cプレス）の2月の平均購入価
格は前月比600円安、前年同月比1万2700円安の1㌧あたり3万4100円
だった。3月は第4週末までの平均価格が3万4200円。
　東京製鉄のCプレス購入価格は、田原工場が3万9000円（1月28日改
定時点）、岡山工場が4万1000円（3月22日改定時点）、高松鉄鋼セン
ターが3万9000円（3月22日改定時点）、九州工場が4万2500円（3月22
日改定時点）、宇都宮工場が3万9500円（1月24日改定時点）。

鉄スクラップ鉄スクラップ
スチール缶スチール缶

　鉄スクラップ持込み問屋買値（3月21日現在）
（千円／㌧）

東　　　京 名　古　屋 大　　　阪
当　月 前　月 当　月 前　月 当　月 前　月

ギ ロ チ ン 材（Ａ） 28.0 28.0 23.0 23.0 27.5 27.0 
ギ ロ チ ン 材（Ｂ） 27.0 27.0 21.0 21.0 25.5 25.0 
ギ ロ チ ン 材（Ｃ） 23.0 23.0 19.0 19.0 23.5 23.0 
スチール缶（ミニプレス） 23.0 23.0 17.0 17.0 21.0 20.5 
ペール缶・一斗缶等 22.5 22.5 15.5 15.5 18.0 17.5 
廃 車 ガ ラ 25.5 25.5 15.0 15.0 24.0 23.5 
廃 車 ガ ラ プ レ ス 27.0 27.0 17.0 17.0 25.5 25.0 

　メーカー持込み価格（代納価格、3月21日現在）
（千円／㌧）

H　　　　１ 35.5 35.5 31.5 31.5 39.0 38.5 
H　　　　２ 34.5 34.5 30.5 30.5 37.5 37.0 
H　　　　３ 32.0 32.0 29.0 29.0 36.5 36.0 

缶 プ レ ス Ｃ 31.5 31.5 24.0 24.0 35.5 35.0 
シ ュ レ ッ ダ ー Ａ 35.5 35.5 26.0 26.0 38.5 38.0 
シ ュ レ ッ ダ ー Ｂ 33.5 33.5 24.5 24.5 36.0 35.5 

　スチール缶（Cプレス）価格動向（関東）
（関東地区電炉工場渡し　トン当たり千円・現金または手形による）
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均

平成29年 21.7 20.9 24.3 22.3 18.5 20.4 22.2 25.3 26.9 25.6 27.3 29.7 23.8 

30年 31.0 30.4 31.3 27.6 28.8 29.5 29.0 30.5 30.8 31.2 27.4 25.1 29.4 

令和元年 24.4 26.0 28.0 25.4 23.9 22.4 20.8 21.4 18.9 17.5 17.9 19.4 22.2 

2年 19.3 15.4 15.1 14.4 15.2 20.1 16.9 19.7 21.5 21.7 23.4 33.0 19.6 

3年 33.1 31.7 35.5 36.1 41.9 43.6 43.9 42.8 41.6 48.5 49.5 47.7 41.3 

4年 45.8 49.3 55.8 60.1 55.6 48.1 39.0 37.4 45.1 44.2 42.3 42.4 47.1 

5年 44.6 47.2 48.5 44.7 41.6 43.5 44.5 44.9 45.2 45.6 45.0 45.4 45.1 

6年 45.7 46.8 46.2 45.5 45.6 46.0 45.7 41.1 34.5 35.0 35.6 35.3 41.9 

7年 34.7 34.1 34.2 34.3 

※�上表は関東地区における缶プレスC規格の主要電炉工場買値平均推移で、
供給数量が月間50～100㌧以上で安定しているものの購入価格。
※令和7年3月価格は3月22日現在の平均価格（次号に確報値を掲載します）。

　政府は3月11日、金属盗難対策法案（盗難特定金属製物品の処分の
防止等に関する法律案）を閣議決定し、国会に提出した。急増する金
属盗難事件に対応し、法規制を強化する。
　同法案によると、規制対象物は「銅および政令で定める金属で構成
されている金属くず」とした。これらの特定金属くずの買受業を営む
場合、営業所ごとの届出を義務付ける。また、買受け時の本人確認や
取引記録の作成・保存などのほか、盗品に由来するものである疑いが
ある場合の警察官への申告も義務化する。特定金属くず買受業を営む
者に対する指示、営業停止命令、報告徴収、立入検査等を可能とする
ほか、無届営業者には6カ月以下の拘禁刑もしくは100万円以下の罰金
またはこれを併科する、など罰則も設けた。
　また、ケーブルカッターなどのうち犯行使用のおそれが大きい工具
の正当な理由がない隠匿携帯を禁止する。警察が金属盗の被害が大き
い者に対して盗難防止に関する情報を周知することも法案に盛り込ん
でいる。
� 【日刊市况通信　3月13日掲載】

金属盗難対策法案を閣議決定、国会提出金属盗難対策法案を閣議決定、国会提出
届出・本人確認など義務化届出・本人確認など義務化

資源リサイクル・廃棄物情報資源リサイクル・廃棄物情報資源リサイクル・廃棄物情報資源リサイクル・廃棄物情報
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非鉄スクラップ・アルミ缶・古紙
　3月の銅相場は上昇基調で推移した。米国
の貿易政策をめぐり、鉄鋼・アルミへの追加

関税に伴い銅にも賦課されるとの思惑が拡大。LME銅価格が9,800㌦/
㌧超えに上伸し、銅建値は4カ月ぶり高値となる1,500円/㌔台を記録
した。銅スクラップの市中価格も総じて値上がり。銅製品の生産が振
るわず原料需要は低調だったが、中心値は強含みだった。
　アルミスクラップはウワ物が堅調だった一方、スソ物は軟調感が継
続。合金製品の需要が弱く、各社は原料コストを抑える対応に終始し
た。また、ステンレススクラップは様子見横ばいで推移。LMEニッ
ケルの値戻りで月初の先安観は後退したが、上値の重い展開になった。

ア ル ミ 缶ア ル ミ 缶 　使用済みアルミ缶（UBC）相場は3月前半
に1㌔あたり5円がた上昇した。缶材の需要期

に差し掛かり、国内メーカーの買い気が一段と強まったほか、輸出向
けの需要も堅調だったことが強気材料になった。ただ、市況の高騰に
よって採算面が厳しくなり、一部ではUBCの調達を見送る動きも台
頭。需要家には高値を敬遠する対応が目立つようになった。
　Aプレスの市中実勢価格（関東地区、3月21日時点）は265～277円、
バラは240～252円見当。自治体の入札では310円を超える高値が頻発
し、市況全般を牽引する要因になった。輸出市場でもスポットで調達
する動きが増え、需給バランスが引き締まった。

古 紙古 紙 　古紙相場は弱含みの基調で推移した。国際
市況の軟化を受け、段ボール古紙の輸出価格

が下落。新聞古紙や雑誌古紙も輸出値が弱含み、国内および市中相場
は軟調な商状になった。中国で春節明け以降、紙製品の市況が下落。
月初は為替が円高水準にあったことも輸出値を圧迫した。また、国内
では製紙メーカーの生産が鈍化し、古紙の内需が低下した。
　古紙問屋の購入価格（関東地区）は新聞古紙が1㌔あたり7～11円、
段ボール古紙が5～9円、雑誌古紙が3～5円見当。市中の荷動きは依然
として低調だが、年度末に伴い法人や家庭から一定量の発生も出たた
め、品薄感がやや後退。軟調感を引きずる展開が続いた。

非鉄スクラップ非鉄スクラップ非鉄金属スクラップ相場（非鉄専業問屋持ち込み円／㎏）
3月21日現在 2月17日現在

大阪 東京 名古屋 大阪 東京 名古屋
込 み 銅 1052 1052 1052 1036 1036 1036
廃被覆銅線（銅分40％） 401 399 399 393 391 391
込 み 真 鍮 783 783 783 779 779 779
ア ル ミ 缶 プ レ スA 232 227 227 227 222 222
ア ル ミ 缶 プ レ スB 220 214 215 215 209 210
ア ル ミ 缶 バ ラ 213 208 209 208 203 204
ア ル ミ 厨 房 品 131 132 130 136 135 133
アルミビス付きサッシ 207 206 204 212 209 207
1 8 － 8 ス テ ン レ ス 60 60 55 65 65 60
クローム系ステンレス 29 29 31 29 29 31
鉛 管 板 122 122 122 120 120 120
バ ッ テ リ ー 90 90 90 90 90 90

再生用古紙相場

アルミ缶プレスの二次合金メーカー標準買値（円／kg）
※25年3月価格は3月21日現在の平均価格（次号に確報値を掲載します）。

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年平均
2021年 58 58 68 83 91 99 105 111 124 144 134 128 100.3
（令和３年）（70）（70）（80）（95）（103）（111）（117）（123）（136）（156）（146）（140）（112.3）
2022年 133 146 176 186 166 151 136 136 136 136 141 144 148.9
（令和４年）（145）（158）（188）（198）（178）（163）（148）（148）（148）（148）（153）（156）（160.9）
2023年 126 126 121 121 121 121 119 125 130 135 140 135 126.7
（令和５年）（139）（139）（134）（134）（134）（134）（132）（138）（143）（148）（153）（148）（139.7）
2024年 130 130 138 163 183 190 187 157 167 187 207 212 170.9
（令和６年）（143）（143）（151）（176）（196）（203）（200）（170）（180）（200）（220）（225）（183.9）
2025年 209 214 219 214.0
（令和７年）（222）（227）（232） （227.0）
※上段はＢ缶（スチール缶混入のもの）、下段カッコ内はＡ缶（アルミ缶99％以上）の価格

新聞・雑誌・ダンボール相場（日刊市况通信社調べ・直納問屋への売り値　円／㎏）
3月21日調査分 東北 関東 東海 北陸 近畿 中国 全国平均
（
込
み
）

古
新
聞

高値 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0
並値 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5
安値 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

雑
誌

高値 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0
並値 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5
安値 3.0 3.0 3.0

ダ
ン
ボ
ー
ル

高値 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0
並値 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0
安値 5.0 5.0 5.0 5.0


